


安全にかかわる表示

プリンターを安全にお使いいただくために、このマニュアルの指示に従って操作してください。このマ
ニュアルには製品のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、どうすれば危険を避けら
れるかなどについて説明されています。
また、製品内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

マニュアルならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」という用語を使用
しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

危険に対する注意・表示の具体的な内容は、「注意の喚起」、「行為の禁止」、「行為の強制」の 3 種類の記
号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を持つものとして定義されています。

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあること
を示します。

指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそ
れがあることを示します。

注意の喚起 注意の喚起は、「 」の記号を使って表示されています。この記号は指
示を守らないと、危険が発生するおそれがあることを示します。記号の
中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。

毒性の物質による被害のおそれ
があることを示します。

けがをするおそれがあることを
示します。

レーザー光による失明のおそれ
があることを示します。

火傷を負うおそれがあることを
示します。

発煙または発火のおそれがある
ことを示します。

爆発するおそれがあることを示
します。

感電のおそれがあることを示し
ます。

特定しない一般的な注意・警告
を示します。

警 告 



行為の禁止 行為の禁止は、「 」の記号を使って表示されています。この記号は行
為の禁止を表します。記号の中の絵表示はしてはならない行為の内容を
図案化したものです。

プリンターを分解・修理・改造し
ないでください。感電や火災のお
それがあります。

指定された場所には触らないで
ください。感電や火傷などの傷
害が起こるおそれがあります。

ぬれた手で触らないでください。
感電のおそれがあります。

水や液体がかかる場所で使用し
ないでください。感電や発火の
おそれがあります。

火気に近づけないでください。発
火するおそれがあります。

行為の強制 行為の強制は、「 」の記号を使って表示されています。この記号は行
為の強制を表します。記号の中の絵表示はしなければならない行為の内
容を図案化したものです。

プリンターの電源プラグをコン
セントから抜いてください。感電
や火災のおそれがあります。

アース線を接続してください。
感電や発火のおそれがありま
す。



NEC、NEC ロゴは、日本電気株式会社の登録商標です。

Adobe、Adobe ロゴ、Acrobat、Acrobat Reader、Adobe Reade は、

Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の各国での登録商標または商標です。

Microsoft、Windows、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の

米国およびその他の国における登録商標または商標です。

画面の使用に際して米国マイクロソフト社の許諾を受けています。

MULTIWRITER、Ethernet（イーサネット）は、米国ゼロックス社または富士ゼロックス株式会社の登録商標です。

DocuWorks は、富士ゼロックス株式会社の商標です。

その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。

「Printing Force FUJI XEROX ロゴマーク」が適用された商品は、富士ゼロックスのプリンター技術を
活用して製造し、安心と信頼のプリント環境を提供します。

この取扱説明書のなかで と表記されている事項は、安全にご利用いただくための注意事項です。

必ず操作を行う前にお読みいただき、指示をお守りください。

コンピューターウィルスや不正侵入などによって発生した障害については、当社はその責任を負いかねますので、
あらかじめご了承ください。

ご注意

①本書の内容の一部または全部を無断で複製・転載・改編することはおやめください。

②本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

③本書に、ご不明な点、誤り、記載もれ、乱丁、落丁などがありましたら弊社までご連絡ください。

④本書に記載されていない方法で機械を操作しないでください。思わぬ故障や事故の原因となることがあります。
万一故障などが発生した場合は、責任を負いかねることがありますので、ご了承ください。

⑤本製品は、日本国内において使用することを目的に製造されています。諸外国では電源仕様などが異なるため使
用できません。

また、安全法規制（電波規制や材料規制など）は国によってそれぞれ異なります。本製品および、関連消耗品を
これらの規制に違反して諸外国へ持ち込むと、罰則が科せられることがあります。
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はじめに

このたびはMultiWriter 8000Eをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

この取扱説明書には、本機の操作方法および使用上の注意事項を記載しています。

製品の性能を十分に発揮させ、効果的にご利用いただくために、製品をご使用になる前に
必ず最初に本書をお読みのうえ、正しくご利用ください。

本書は、お使いのコンピューターの環境や、ネットワーク環境の基本的な知識や操作方法
を理解されていることを前提に説明しています。

本書は、読み終わったあとも必ず保管してください。本機をご使用中に、操作でわからな
いことや不具合が出たときに読み直してご活用いただけます。

［お願い］☆保証書は大切に保管してください。

日本電気株式会社
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MultiWriter 8000E の特長

■ハイスピード、高画質

･ A4 で毎分 21 ページの印刷スピード。（同一原稿、片面連続で印刷時）

･ オイルレス定着技術の採用で、書き込みや捺印、付箋も貼りやすい。

･ 写真や図 / 表 / グラフ、文字など、原稿の内容に合った画質で印刷。

■豊富な印刷機能

･ まとめて 1 枚（N アップ）
複数ページを 1 枚に割り付けて印刷します。

･ ポスター
ポスター作製で使用します。

･ スタンプ
「社外秘」などの文字を重ねて印刷します。

･ お気に入り
よく使う印刷設定を登録できます。

･ ネットワークプリンター *1

ネットワークプリンターとして使用すること
ができます。

■セキュリティー機能も搭載

･ IP フィルタ機能 *1

ネットワークプリンターとして印刷する場合、IP アドレスの範囲を指定することで、印刷を受け付ける IP
アドレスを制限できます。

*1：LAN アダプタ（オプション）が必要です。
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マニュアル体系

本機に同梱されているマニュアル

オプション品に同梱されているマニュアル、購入するマニュアル

補足
･ PDF 文書を表示するには、お使いのコンピューターに Adobe® Acrobat® Reader®、または Adobe®

Reader® がインストールされている必要があります。インストールされていない場合は、ソフトウエ
アパック CD-ROM を使って、Adobe Reader をインストールしてください。

設置手順書 本機の設置手順を説明しています。

ユーザーズマニュアル プリンターの基本的な使い方と、お客様からよくある質問を取り上げ、
1 冊にまとめました。トラブルで困ったときの解決方法も紹介してい
ます。
このマニュアルで紹介しきれない内容や、もっと詳しい情報が知りた
い場合は、『活用マニュアル』を参照してください。

活用マニュアル（PDF）
（本書）

本機の設置が終わってから印刷するまでの準備、印刷機能の設定方法、
トラブルの対処方法、および日常の管理方法について、説明していま
す。
･ このマニュアルは、付属のソフトウエアパック CD-ROM 内に収録

されています。

設置手順書 別売りのオプション品には、必要に応じて、設置手順書が同梱されて
います。

LAN アダプタ設定ガイド
（PDF）

LAN アダプタの設定について説明しています。
･ このマニュアルは、LANアダプタのPR-L8000-NP Port Tool CD-

ROM に収録されています。
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本書の使い方

本書の構成

本書は、次のような章で構成されています。各章の概要を説明します。

本書の表記

1. 本文中の「コンピューター」は、パーソナルコンピューターやワークステーションの
総称です。

2. 本文中では、説明する内容によって、次のマークを使用しています。

注記 注意すべき事項を記述しています。必ずお読みください。

補足 補足事項を記述しています。

参照 参照先を記述しています。

3. 本文中では、次の記号を使用しています。

参照「　　　」: 参照先は、本書内です。

参照『　　　』: 参照先は、本書内ではなく、ほかのマニュアルです。

［　　　］ : コンピューターのディスプレイに表示されるメニュー、項目、メッ
セージを表します。また、プリンターから出力されるレポート／リ
スト名を表します。

〈　　　〉 : キーボード上のキーや、プリンターの操作パネル上のボタン、ラン
プなどを表します。

1　プリンター環境の設定 本機の設置が終わってから、本機を使用できるようにするための設定
方法について説明しています。

2　プリンターの基本操作 各部の名称と働きや、基本的な機能（電源の入／切、印刷の中止など）
の操作方法について説明しています。

3　印刷する 主な印刷方法について説明しています。

4　用紙について 使用できる用紙や用紙のセット方法について説明しています。

5　困ったときには トラブル（紙づまり、エラーメッセージなど）が発生したときの対処
方法について説明しています。

6　日常管理 消耗品の交換方法や日常の管理について説明しています。

A　付録 主な仕様や、オプション品の紹介、消耗品の寿命などを説明していま
す。
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安全にお使いいただくために

警告ラベルについて
MultiWriter 8000E には、警告ラベルが貼り付けられています。これはプリンターを操作する際、考え
られる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです。
もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読できない状態で
したら販売店、またはサービス窓口にご連絡ください。
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安全上のご注意
ここで示す注意事項はプリンターを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容を
よく読んで、ご理解いただき、プリンターをより安全にご活用ください。記号の説明については「安全に
かかわる表示」を参照してください。

警 告 
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環境について

･ 本機は電源スイッチを切った状態でも、0.1W 以下の電力を消費しています。この消費
電力を回避（または節約）するためには、機械の電源プラグをコンセントから外してく
ださい。

･ 回収した EP カートリッジは、環境保護・資源有効活用のため、部品の再使用、材料と
してのリサイクル、熱回収などの再資源化を行っています。

･ 不要となった EP カートリッジ（感光体）は適切な処理が必要です。EP カートリッジ
（感光体）の容器は、無理に開けたりせず、必ず弊社または販売店にお渡しください。

規制について

電磁波障害対策自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク
ラス B 情報技術装置です。
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオや
テレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがありま
す。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

受信障害について

ラジオの雑音､テレビなどの画面に発生するチラツキ､ゆがみがこの商品による影
響と思われましたら、この商品の電源スイッチをいったん切ってください｡

電源スイッチを切ることにより､ラジオやテレビなどが正常な状態に回復するよう
でしたら､次の方法を組み合わせて障害を防止してください｡

･ 本機とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる｡

･ 本機とラジオやテレビ双方の距離を離してみる｡

･ この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる｡

･ 受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる｡（アンテナが屋外にある場合は
電気店にご相談ください｡）

･ ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる｡

高調波自主規制について

本機器は JIS C 61000-3-2（高調波電流発生限度値）に適合しています。
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法律上の注意事項

1. 本物と偽って使用する目的で次の通貨や有価証券を複製することは、犯罪として厳し
く処罰されます。

紙幣（外国紙幣を含む）、国債証書、地方債証書、郵便為替証書、郵便切手、印紙。
これらは、本物と偽って使用する意図がなくても、本物と紛らわしいものを作る
こと自体が犯罪になります。

株券、社債、手形、小切手、貨物引換証、倉荷証券、クーポン券、商品券、鉄道
乗車券、定期券、回数券、サービス券、宝くじ・勝馬投票券・車券の当たり券な
どの有価証券。

2. 次の文書や記名捺印などを複製・加工して、正当な権限なく新たな証明力を加えるこ
とは、犯罪として厳しく処罰されます。

各種の証明書類など、公務員または役所を作成名義人とする文書・図画。

契約書、遺産分割協議書など私人を名義人とする権利義務に関する文書。

推薦状、履歴書、あいさつ状など、私人を名義人とする事実証明に関する文書。

役所または公務員の印影、署名、記名。

私人の印影または署名。

3. 著作権が存在する書籍、新聞、雑誌、冊子、絵画、図画、版画、図面、地図、写真、
映像、映画、音楽、コンピュータープログラムなどの著作物は、権利者の許諾なく、
次の行為はできません。

(1) 複製 紙に定着させた著作物を複写機でコピーすること、磁気テープに記録し
た映像や音楽をダビングすること、電子的に読み取った著作物のデータ
をハードディスクや外部メディアに記録すること、記録した著作物の
データをプリンターで出力すること、ネットワークを介してダウンロー
ドすることなど。

(2) 改変 紙に定着させた著作物を加工や修正すること、電子的に読み取った著作
物のデータを切除、書き換え、切り貼りすることなど。

(3) 送信 電子的に読み取った著作物のデータを、公衆の電気通信回線（インター
ネットを含む）を通じてファクシミリや電子メールで送信すること、
ホームページへの掲載など、公衆の電気通信回線に接続したネットワー
クサーバーに著作物のデータを搭載することなど。

権利者の許諾なく複製・改変・送信したときは、使用の差止、損害賠償の請求、刑事
罰を受けることがあります。ただし、次の場合は例外的に権利者の許諾なく著作物を
複製することができます。

個人的または家庭内、その他これに準ずる生活範囲での私的な使用を目的とした
複製。

国立図書館、私立図書館、学校付属施設、公立の博物館、公立の各種資料セン
ター、公益目的の研究機関など、公衆利用への提供を目的とする図書館等におけ
る複製。

公正な慣行に合致し、報道・批評・研究など、目的に照らして、正当な範囲内で
の引用。

国または地方公共団体が発行する公報資料・調査統計資料・報告書の新聞・雑
誌・その他刊行物への転載。
ただし、複製禁止の表示がある著作物は除かれます。

学校教科書への掲載。
ただし、権利者への補償金が必要です。

学校その他教育機関における複製。
ただし、種類・用途・部数・態様に照らして、権利者の利益を不当に害しない範
囲内に限ります。

試験問題としての複製。
ただし、権利者への補償金が必要です。
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1 プリンター環境の設定

1.1 使用できる環境

本機はローカルプリンターとして使用できます。

サポートしている OS と環境

注記
･ パラレルケーブルを使って MultiWriter 8000E で印刷するには、コンピューターとパラレルケーブル

が IEEE1284 に準拠している必要があります。

1.2 ケーブルを接続する

接続形態に合ったインターフェイスケーブルで、プリンターとコンピューターを接続しま
す。

インターフェイスケーブルは、本製品に添付されていません。別途購入してください。

注記
･ USB ケーブルは、コンピューターにプリンタードライバーをインストールする際に接続します。

1. インターフェイスケーブルをプリンター背
面のインターフェイスコネクターに接続し
ます。パラレルケーブルは、コネクターに
差し込んだあと、両側をワイヤークリップ
で締めて固定します。

2. ケーブルの他方をコンピューターのインターフェイスコネクターに接続します。

接続 ローカル

ポート パラレル USB

OS

Windows Vista（32 ／ 64 bit） *1

Windows XP（32 ／ 64 bit） *1

Windows 2000 *1

Windows Server 2003（32／64 bit） *1

*1: 接続するコンピューターに USB ポートが必要です。



1.3 プリンタードライバーをインストールする 21

1.3 プリンタードライバーをインストールする

コンピューターから印刷するために、プリンタードライバーや SimpleMonitor などのソ
フトウエアをインストールします。プリンタードライバーは、コンピューターから送信さ
れる印刷データや命令を、プリンターが解釈できる形式に変換するためのソフトウエアで
す。

注記
･ プリンタードライバーをインストールするには、管理者権限を持つユーザーとしてログインします。

プリンタードライバーをインストールする

プリンタドライバーのインストール手順は次のとおりです。

注記
･ USB ケーブルをコンピューターに接続している場合は、一度コンピューターから抜いてください。

1. プリンタードライバーをインストールする前に、プリンターの電源が切れていること
を確認します。

2. ソフトウエアパック CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。

［プリンタソフトウエア］ダイアログボックスが自動的に表示されます。

3. ［プリンタドライバのインストール］をクリックします。

4. ［使用許諾契約に同意する］を選択し、［次へ］をクリックします。
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次の画面が表示されます。

5. （USB ケーブルを使用する場合はプリンターと接続した上で）プリンターの電源を入
れます。

［プリンタドライバ］リストに［MultiWriter 8000E］が表示されるので、［NEC
MultiWriter 8000E］を選択し、［次へ］をクリックします。

補足
･ プリンターがパラレルケーブルで接続されている場合、［プリンタドライバ］リストの［ポート種類］に

は［パラレル］が、［アドレス］には［LPT1］が表示されます。
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6. プリンターの設定を確認し、［次へ］をクリックします。プリンターの設定を変更す
るには、［変更］をクリックします。

補足
･ プリンターがパラレルケーブルで接続されている場合、［プリンタドライバ］リストの［アドレス］と
［ポート名］には［LPT1］が表示されます。

7. インストールするソフトウエアとマニュアルを選択し、［インストール］をクリック
します。ソフトウエアの設定を変更するには、リストからソフトウエアを選択し、［変
更］をクリックします。

補足
･ ここで SimpleMonitor や取扱説明書をインストールしなかった場合でも、［プリンタソフトウェアの

インストール］を使用してインストールすることができます。
･［プリンタソフトウエア］ダイアログボックスで［プリンタソフトウエアのインストール］をクリック

すると、プリンタードライバーをインストールせずに、プリンターで使用する SimpleMonitor や取扱
説明書をインストールできます。

プリンタドライ
バ

検出されたプリンタードライバーとそれに関する情報が表示されます。インス
トールするプリンタードライバーを選択します。

すべてクリア ［プリンタドライバ］リストのチェックボックスがすべて選択解除されます。

再検索 プリンタードライバーが再度検出され、リストに表示されます。

プリンタドライ
バの追加

プリンタードライバーを手動でリストに追加する場合にクリックします。
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8. ［完了］をクリックします。

［プリンタソフトウエア］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［プリンタソフトウエア］ダイアログボックスで［終了］をクリックします。

SimpleMonitor をインストールする

SimpleMonitor は、プリンターの状態をチェックしたり、進行中の印刷ジョブをコン
ピューターから中止したりするためのソフトウエアです。SimpleMonitor をインストー

ルすると、画面右下のタスクバー上に、SimpleMonitor アイコン が表示されます。

アイコン をダブルクリックし、［プリンタの選択］ダイアログボックスでプリンター

を選択します。

参照
･ SimpleMonitor のオンラインヘルプ

SimpleMonitor をインストールする手順は次のとおりです。なお、プリンタードライバー
のインストール時に SimpleMonitor をインストールした場合は、この手順を実行する必
要はありません。

注記
･ SimpleMonitor を使用する場合、プリンターのプロパティのダイアログボックスで、［ポート］タブの
［双方向サポートを有効にする］チェックボックスを選択して、双方向通信を有効にしてください。こ
のチェックボックスが選択されていないと、SimpleMonitor は起動しません。

1. ソフトウエアパック CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。

［プリンタソフトウエア］ダイアログボックスが表示されます。
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2. ［プリンタソフトウエアのインストール］をクリックします。

3. ［使用許諾契約に同意する］を選択し、［次へ］をクリックします。

4. ［SimpleMonitor］を選択し、［インストール］をクリックします。SimpleMonitor
の設定を変更するには、リストから SimpleMonitor を選択し、［変更］をクリック
します。

5. ［完了］をクリックします。

［プリンタソフトウエア］ダイアログボックスが表示されます。
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6. ［プリンタソフトウエア］ダイアログボックスで［終了］をクリックします。

テスト印刷する

プリンタードライバーが正しくインストールされたかを確認するために、テスト印刷をし
ます。ここでは、Windows XP を例に説明します。

1. ［スタート］メニューから、［プリンタと FAX］をクリックします。

2. プリンターのアイコンをクリックし、［ファイル］メニューから［プロパティ］を選
択します。

3. ［全般］タブをクリックし、［テストページの印刷］ボタンをクリックします。テスト
ページが正常に印刷されたら、表示されたダイアログボックスで［OK］をクリック
します。

補足
･ テストページが印刷されない場合は、［トラブルシューティング］をクリックし、プリンターの設定と

接続を確認します。

SimpleMonitor をアンインストールする

SimpleMonitorをアンインストールするには、次の手順に従います。ここでは、Windows
XP を例に説明します。

1. ［スタート］メニューから［コントロール パネル］を選択します。

2. ［コントロール パネル］ダイアログボックスで、［プログラムの追加と削除］をダブ
ルクリックします。

3. ［プログラムの変更と削除］アイコンをクリックします。

4. ［NEC SimpleMonitor］を選択し、［変更と削除］ボタンをクリックします。

5. 画面上の指示に従って、アンインストールを完了します。

プリンタードライバーをアンインストールする

プリンタードライバーをアンインストールするには、次の手順に従います。ここでは、
Windows XP を例に説明します。

1. ［スタート］メニューから［コントロール パネル］を選択します。

2. ［コントロール パネル］ダイアログボックスの［プリンタとその他のハードウェア］
をクリックします。

3. ［プリンタとその他のハードウェア］ダイアログボックスの［プリンタと FAX］をク
リックします。

4. ［プリンタと FAX］ダイアログボックスで、削除するプリンターを選択し、［ファイ
ル］メニューから［削除］を選択します。

5. ダイアログボックスが表示されるので［はい］をクリックします。

6. ［ファイル］メニューから［サーバーのプロパティ］を選択します。

7. ［プリント サーバーのプロパティ］ダイアログボックスの［ドライバ］タブをクリッ
クします。



1.3 プリンタードライバーをインストールする 27

8. 削除するプリンタードライバーを選択し、［削除］をクリックします。

9. ダイアログボックスが表示されるので［はい］をクリックします。
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2 プリンターの基本操作

2.1 各部の名称と働き

MultiWriter 8000E の各部の名称と働きについて説明します。

前面

No. 名称 説明

1 排出延長トレイ A4 サイズより大きい用紙に印刷する場合に引き出します。

2 排出トレイ 印刷された用紙が、印刷面を下にして排出されます。

3 トップカバー EP カートリッジを交換するときや、詰まった用紙を取り除くと
きに開けます。

4 操作パネル 操作に必要なボタン、ランプがあります。

5 フロントカバー EP カートリッジの交換や紙づまりの対処などをするときに開け
ます。

6 手差しトレイ カバーを開けて引き出し、手差しトレイとして使用します。普通
紙だけでなく、はがきや封筒、OHP フィルムといった特殊紙も
セットできます。

7 電源スイッチ 電源を入／切するスイッチです。〈 | 〉の側に押すと電源が入り、
〈○〉の側に押すと電源が切れます。

8 用紙トレイ 普通紙（A3、B4、A4、B5、A5、Letter、および Legal）を
セットできます。

9 用紙サイズラベル 用紙トレイ内の用紙のサイズを示します。

10 フ ロ ン ト カ バ ー 開 閉 レ
バー

EP カートリッジの交換や紙づまりの対処などをするときに、こ
のレバーを引きながらフロントカバーを開けます。
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背面

No. 名称 説明

11 パラレルコネクター パラレルケーブルを差し込みます。

12 USB コネクター USB ケーブルを差し込みます。

13 通気口 プリンター内部の加熱を防ぐため、熱が放出されます。

注記
･ 通気口をふさぐと、内部に熱がこもり、機械が故障する恐れが

あります。

14 電源コードコネクター 電源コードを差し込みます。
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内部

No. 名称 説明

15 フューザーユニット 熱と圧力でトナーを溶かし、用紙に定着させる部分です。

注記
･ 使用時には高温になっているので、手を触れないように注意し

てください。

16 EP カートリッジ 印刷をするためのトナー、感光体（ドラム）、現像ユニットなど
が一体化されたものです。印刷が薄くなったり、印字品質が悪く
なった場合に交換します。

17 リブプレート 印刷される用紙をフロントカバーに搬送します。印字品質が悪く
なった場合に清掃します。
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操作パネル

操作パネルには、1 個のボタン（〈プリント中止〉）と 2 個のランプ（〈準備完了〉と〈エ
ラー〉）があります。印刷を中止するには、操作パネルの〈プリント中止〉ボタンを押します。

プリンターの電源を最初に入れたとき、通常の処理中、およびエラーが発生したときは、
ランプがプリンターの状態を知らせます。ランプで確認できる状態は、次のとおりです。

準備完了ランプ エラーランプ プリンターの状態

点灯 点灯 〈プリント中止〉ボタンを押したときのジョブキャンセル
中

点灯 消灯 印刷可

点灯／点滅 点灯 トナー残量が少ない

点灯／点滅 点滅 定期交換部品が交換時期になった

消灯 点灯 カバーが開いている、用紙がない、紙づまり、オーバーラ
ンエラー、ホスト通信エラー、ドラム／トナーのエラー、
詰まった用紙を取り除いて再給紙されるのを待機中

消灯 点滅 SimpleMonitorに表示されるエラーコードをチェックす
る

参照
「5.5 エラーコードリスト」(P. 68)

点滅 1 *1 点灯 用紙交換エラー、サイズエラーストップ

点滅 1 *1 消灯 ウォーミングアップ、印刷中、印刷データの受信中

点滅１ *1 点滅 印刷中止中

点滅２ *2 消灯 節電モード

*1: およそ 1 秒間隔で早く点滅します。
*2: およそ 2.5 秒間隔でゆっくり点滅します。

〈プリント中止〉ボタン

〈エラー〉ランプ

〈準備完了〉ランプ
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2.2 電源を入れる／切る

電源を入れる

1. プリンターの電源スイッチの〈 | 〉側を押
します。

2. 電源が入り、続いて〈準備完了〉ランプが
点灯します。

注記
･〈エ ラ ー〉ラ ン プ が 点 灯 し た 場 合 に は、「5.4

SimpleMonitor にメッセージが表示される場合」
(P. 66) を参照して対処してください。

補足
･ プリンターのウォームアップ中は、〈準備完了〉ラン

プが点滅します。

電源を切る

注記
･ 印刷中は本機の電源を切らないでください。紙づまりの原因になります。
･ 電源を切ると、本機に残っている印刷データや本機のメモリーに蓄えられた情報は消去されます。

1. 〈準備完了〉ランプや SimpleMonitor などで、プリンターが処理中でないことを確
認します。

2. プリンターの電源スイッチの〈○〉側を押
します。

電源が切れます。
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2.3 電源コードセットの漏電保護回路について

本機の電源コードセットには、漏電保護回路がついています。

機械に漏電が起こったときに、電気回路を自動的に遮断して漏電や火災などの事故を防ぐ
ためのものです。

漏電保護回路が作動した場合（リセットボタンが上がり、作動状態になった場合）は、リ
セットボタンを押します。

それでも、再度作動する場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口までご連絡く
ださい。

また、1 か月に一度は機械の電源スイッチを切り、漏電保護回路が正常に働くか確認して
ください。正常に作動しない場合にアースが接続されていないと、感電のおそれがありま
す。

なお、漏電保護回路の確認手順は以下のとおりです。

異常などがある場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口までご連絡ください。

1. 電源コードセットについているテストボタ
ンを先の細い棒などで押す。

2. リセットボタンが上がることを確認する。

3. 漏電保護回路が正しく機能したら、電源
コードセットについているリセットボタン
を押す。（テストが解除されます。）

2.4 節電モード

本機は、待機しているときの電力の消費を抑えるために、節電モードを備えています。

印刷データを 5 分間受信しないと、節電モードに移行します。節電モード時の消費電力は
11W 以下で、節電モードから印刷できる状態になるまでの時間は約 15 秒です。

節電モードのプリンターに印刷データを送信すると、節電モードが自動的に解除され、印
刷が開始します。

リセットボタン

テストボタン
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2.5 印刷を中止する

操作パネルから印刷を中止する

プリンターから印刷を中止できます。

1. 印刷を中止するには、プリンターの操作パネルの〈プリント中止〉ボタンを押します。

注記
･ エラーが発生してるときに〈プリント中止〉ボタンを押しても印刷は中止されません。エラーを解除し

てから、〈プリント中止〉ボタンを押して、印刷を中止してください。

補足
･〈プリント中止〉ボタンを押しても、印刷中のページは印刷されます。

コンピューターから印刷を中止する

コンピューターから印刷を中止する方法は次のとおりです。ここでは、Windows XP を
例に説明します。

1. ［スタート］メニューから、［プリンタと FAX］をクリックします。

2. ［プリンタと FAX］ダイアログボックスから、使用しているプリンターをダブルク
リックし、印刷キューを表示します。

3. 中止したい印刷ジョブを選択し、［ドキュメント］メニューから［キャンセル］を選
択します。

2.6 印刷データの状態を確認する

タスクバーの SimpleMonitor アイコン をダブルクリックし、状態ウィンドウを表示

します。表示されたウィンドウで、プリンターの状態を確認します。メッセージ領域にエ
ラーメッセージが表示された場合は、指示に従ってエラーを解決してください。

注記
･ LAN アダプタ（オプション）を使ってネットワーク経由でプリンターを使用している場合で、他のコ

ンピューターから印刷しているときは、SimpleMonitor は正しく表示されないことがあります。
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3 印刷する

3.1 コンピューターから印刷する

アプリケーションから印刷するための基本的な流れは、次のとおりです。

補足
･ ご使用になるコンピューターやアプリケーションによって、手順が異なることがあります。

注記
･ 印刷中は本機の電源を切らないでください。紙づまりの原因になります。

1. アプリケーションの［ファイル］メニューから、［印刷］を選択します。

2. 使用するプリンターを本機に設定します。本機のさまざまな印刷機能を使用するに
は、プリンターのプロパティダイアログボックスを表示し、必要な項目を設定します。

参照
･ 各項目の説明や設定方法については、プリンタードライバーのオンラインヘルプを参照してください。

プロパティダイアログボックスで設定できる便利な印刷機能

プロパティダイアログボックスから利用できる便利な機能は次のとおりです。

･［基本］タブ : まとめて 1 枚（N アップ）、ポスター（拡大連写）、お気に入り

･［トレイ / 排出］タブ :OHP 合紙

･［スタンプ］タブ : スタンプ

補足
･ 印刷機能は、［プリンタと FAX］（OS によっては［設定］>［プリンタ］）ウィンドウのプリンターアイ

コンから、プロパティダイアログボックスを表示して設定することもできます。

ヘルプを表示するには

（1）［？］をクリックして知りた
い機能の項目をクリックし
ます。項目の説明が表示さ
れます。

（2）［ヘルプ］をクリックしま
す。［ヘルプ］ウィンドウが
表示されます。

（1）

（2）
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3.2 はがき／封筒に印刷する

はがきや封筒に印刷する方法を説明します。はがき／封筒は、手差しトレイにセットでき
ます。

はがきをセットする

注記
･ 多色刷りのはがき、インクジェット用のはがきは使用できません。

はがきや往復はがきは、下の図に示す向きにセットします。

1. 手差しトレイのくぼみを持って、手差しト
レイを開け、図に示すように延長トレイを
引き出します。

2. 印刷する面（例：白紙面）を下にし、たて
置きにセットします。

3. 用紙ガイドを、セットしたはがきのサイズ
に合わせます。

給紙方向

用紙ガイド
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封筒をセットする

封筒は、あて名面のみ印刷できます。うら面には印刷できません。

また、本機で使用できる封筒のサイズは「洋形４号（105 × 234mm）」のみです。

注記
･ きれいに印刷するためには、次のような封筒は使用しないでください。

･ カールやよじれがある封筒
･ 貼り付いていたり破損している封筒
･ 窓、穴、ミシン目、切り抜き、エンボスのある封筒
･ ひもや金属製の留め金が付いていたり、折り曲げ部分に金属片を使用している封筒
･ 切手が貼ってある封筒
･ フラップを閉じたときにのりがはみ出している封筒
･ ふちがギザギザであったり、隅が折れている封筒
･ 表面にしわや凹凸、貼り合わせなどの加工をしてある封筒

封筒はフラップを閉じ、フラップを上側にして、下の図に示す向きにセットします。

補足
･ 封筒をセットする前に、封筒を平らな場所に置き、フラップを完全に閉じます。
･ フラップを完全に閉じずに印刷すると、用紙サイズエラーの原因になります。

1. 手差しトレイのくぼみを持って、手差しト
レイを開け、図に示すように延長トレイを
引き出します。

給紙方向

* フラップが右側
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2. 封筒をたて置きで、フラップを上側にして
セットし、図に示すように完全に挿入しま
す。

3. 用紙ガイドを、セットした封筒のサイズに
合わせます。

はがき／封筒に印刷する

ここでは、Windows XP のワードパッドを例に説明します。

補足
･ プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なります。各

アプリケーションのマニュアルを参照してください。

1. ［ファイル］メニューから［印刷］を選択します。

2. 使用するプリンターを本機に設定し、［詳細設定］をクリックします。

3. ［トレイ / 排出］タブを選択し、［用紙トレイ選択］から［手差し］を選択します。

印刷面

用紙ガイド
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4. ［手差し設定］をクリックします。

5. ［手差し設定］ダイアログボックスの［手差し用紙種類］リストボックスから［厚紙
(82 ～ 128g/m2)］を選択し、［OK］をクリックします。

補足
･ はがきや封筒に印刷するときは［厚紙（82 ～ 128g/m2)］を選択してください。

6. ［基本］タブをクリックし、［原稿サイズ］から任意の原稿サイズを選択します。

7. ［出力用紙サイズ］から、セットした用紙のサイズを選択します。

3

4

3

6

6

7

8
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補足
･ プリンタードライバーに登録されていないサイズのはがき／封筒を使用する場合は、あらかじめ定形外

サイズとして登録する必要があります。詳細は「定形外サイズを登録する」(P. 42) を参照してください。
･ 定形外サイズの名前の登録方法については、「定形外サイズを登録する」(P. 42) を参照してください。

8. 封筒の場合は、［拡大連写 / 混在原稿 /180°回転］をクリックし、［原稿回転 (180
°)］から方向を選択して、［OK］をクリックします。

9. ［OK］をクリックします。

10.［印刷］ダイアログボックスで［印刷］をクリックし、印刷を実行します。

3.3 OHP フィルムに印刷する

ここでは、OHP フィルムに印刷する方法を説明します。OHP フィルムは手差しトレイに
セットします。OHP フィルムを手差しトレイにセットする詳しい手順については、「手差
しトレイに用紙をセットする」(P. 51) を参照してください。

参照
･ 使用できる用紙の種類とサイズ :「使用できる用紙」(P. 45)

注記
･ 白い枠つきの OHP フィルム、フルカラー用 OHP フィルムは、使用できません。

OHP フィルムに印刷する

OHP フィルムに印刷するために、プリンターのプロパティダイアログボックスを表示し
ます。ここでは、Windows XP のワードパッドを例に説明します。

補足
･ プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なります。各

アプリケーションのマニュアルを参照してください。
･ 連続して OHP フィルムに印刷すると、排出された OHP フィルムどうしが貼り付いてしまうおそれが

あります。約 20 枚を目安に排出トレイから取り出し、よくさばいて温度を下げてください。

1. ［ファイル］メニューから［印刷］を選択します。

2. 使用するプリンターを本機に設定し、［詳細設定］をクリックします。

3. ［トレイ / 排出］タブを選択し、［用紙トレイ選択］から［手差し］を選択します。
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4. ［OHP 合紙］をクリックします。

5. ［手差し用紙種類］から［OHP フィルム］を選択し、［OK］をクリックします。必要
に応じて、［OHP 合紙をする］チェックボックスを選択し、排出される OHP フィル
ムに白紙を挿入します。

6. ［基本］タブをクリックし、［原稿サイズ］から原稿のサイズを選択します。

7. ［出力用紙サイズ］から、OHP フィルムのサイズを選択します。

3

4
3

5

6

6

7
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補足
･ 出力用紙サイズが原稿サイズと同じ場合は、［原稿サイズと同じ］を選択することもできます。

8. ［OK］をクリックします。

9. ［印刷］ダイアログボックスで［印刷］をクリックし、印刷を実行します。

3.4 定形外サイズの用紙に印刷する

ここでは、定形外サイズの用紙に印刷する方法を説明します。定形外サイズの用紙は手差
しトレイにセットします。用紙を手差しトレイにセットする詳しい手順については、「手
差しトレイに用紙をセットする」(P. 51) を参照してください。

定形外サイズを登録する

ここでは、Windows XP を例に説明します。

補足
･ アクセス権限のあるシステム管理者だけが設定を変更できます。一般ユーザーは設定の確認だけできま

す。
･［ユーザー定義用紙］ダイアログボックスの設定は、コンピューターのフォームデータベースを使用す

るため、コンピューター上のほかのプリンターにも影響します。

1. ［スタート］メニューから、［プリンタと FAX］をクリックします。

2. プリンターのアイコンをクリックし、［ファイル］メニューから［プロパティ］を選
択します。

3. ［初期設定］タブをクリックします。

手差しトレイ

長辺 :
148.0 ～ 420.0mm

短辺 :
100.0 ～ 297.0mm
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4. ［ユーザー定義用紙］をクリックします。

5. ［設定一覧］リストボックスから、設定するユーザー定義を選択します。

6. ［設定の変更］で、短辺と長辺の長さを指定します。キー入力、または［ ］［ ］で
指定します。
短辺の値は、範囲内でも長辺より大きくすることはできません。長辺の値は、範囲内
でも短辺より小さくすることはできません。

7. 用紙名をつける場合は、［用紙名をつける］チェックボックスを選択し、［用紙名］に
名前を入力します。用紙名の最大文字数は半角で 14 文字です。

8. 必要に応じて、手順 5 ～ 7 を繰り返して、用紙サイズを定義します。

9. ［OK］をクリックします。

10.［初期設定］タブで［OK］をクリックします。

4

5

6

7
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定形外サイズの用紙に印刷する

ここでは、Windows XP のワードパッドを例に説明します。

補足
･ プリンターのプロパティダイアログボックスの表示方法は、アプリケーションによって異なります。各

アプリケーションのマニュアルを参照してください。

1. ［ファイル］メニューから［印刷］を選択します。

2. 使用するプリンターを本機に設定し、［詳細設定］をクリックします。

3. ［トレイ / 排出］タブを選択し、［用紙トレイ選択］から［手差し］を選択します。

4. ［基本］タブをクリックし、［原稿サイズ］から原稿のサイズを選択します。

5. ［出力用紙サイズ］から、登録した定形外サイズを選択します。

6. たて置きとよこ置きの両方に設定できる原稿を使用するときは、［原稿の向き］から
正しい向きを選択します。

参照
･「使用できる用紙」(P. 45)

7. ［OK］をクリックします。

8. ［印刷］ダイアログボックスで［印刷］をクリックし、印刷を実行します。

5

4

4
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4 用紙について

4.1 用紙について

適正でない用紙を使用した場合、紙づまりや印字品質の低下、故障、および装置破損の原
因になることがあります。本機の性能を効果的に使用するために、ここで紹介する用紙を
使用することをお勧めします。

なお、推奨の用紙以外を使用するときは、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にお
問い合わせください。

使用できる用紙

本機で使用できる用紙は、次のとおりです。

一般に市販されている用紙（一般紙と呼びます）に印刷する場合は、下表の用紙を使用し
てください。ただし、より鮮明に印刷するためには、次項で紹介する標準紙の使用をお勧
めします。

注記
･ プリンタードライバーで選択した用紙サイズや用紙種類と異なる用紙で印刷したり、適応していない用

紙トレイにセットして印刷したりすると、紙づまりの原因になります。適正な印刷をするために、正し
い用紙サイズ、用紙種類、用紙トレイを選択してください。

･ 水、雨、蒸気などの水分により、印刷面の画像がはがれることがあります。詳しくお買い求めの販売店、
またはサービス窓口にお問い合わせください。

使用できる用紙の規格

一般に市販されている用紙（一般紙と呼びます）に印刷する場合は、下表の規格に合った
用紙を購入してください。ただし、より鮮明に印刷するためには、その次に紹介する標準
紙の使用をお勧めします。

トレイ サイズ
メートル坪量

（単位 :g/m2）
セット可能枚数

用紙トレイ A5 、B5 、A4 、

B4 、A3 、Letter（8.5

× 11"） 、Legal（8.5 ×

14"）

64 - 81.4 250 枚（FX P 紙）または
22.0mm 以下

手差しトレイ A5 、B5 、A4 、

B4 、A3 、Letter（8.5

× 11"） 、はがき 、往復

はがき 、封筒洋形4号 、
定形外（100.0 × 297.0 ～

148.0 × 420.0mm）

64 - 128 約 30 枚（FX P 紙）または
3.0mm 以下
はがき： 約 30 枚
封筒： 5 枚
ラベル用紙： 10 枚
OHP フィルム：10 枚

用紙トレイ 規格（メートル坪量）

手差しトレイ 64 ～ 128g/m2

用紙トレイ 64 ～ 81.4g/m2
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標準紙

プリンターで使用する標準紙です。

推奨する用紙

弊社が推奨する用紙です。

補足
･ 表に記載されていない厚紙などの特殊紙については、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にお問

い合わせください。

用紙名 メートル坪量 用紙種類 用紙の特長と使用上の注意

P 紙 *1 64g/m2 普通紙 社内配布資料や一般のオフィス用の中厚口用紙

*1: A3 と A4 サイズの用紙だけを使用できます。

用紙名 メートル坪量 *1 用紙種類 用紙の特長と使用上の注意

C2（シー・ツー）紙 70g/m2 普通紙 一般のオフィス用で、うら写りの少ない
用紙

EP-R 67g/m2 普通紙 古紙パルプ 70% 以上配合の再生紙

WR 100 紙 67g/m2 普通紙 古紙パルプ100%で必要最小限の白色度
の再生紙

P 紙厚口 78g/m2 普通紙 社内配付資料や一般のオフィス用で、う
ら写りが少なく両面印刷に適した厚口用
紙

ラベル用紙
（A4　20 面カット）
A-ONE28363

- 厚紙 全面シールで、カットされていないラベ
ル紙
十分にさばいてからセットすること

Xerox
カラーペーパー

- 厚紙 色紙

OHP フィルム（クリ
ア）
商 品 コ ー ド：Xerox
P/N V516 相当

- OHP フィル
ム

枠なしの OHP フィルム
十分にさばいてからセットすること

はがき
（100×148mm）

190g/m2 厚紙 郵便はがき、往復はがき

往復はがき
（200×148mm）

封筒
･ E506
･ LIFE 社製
･ 洋形 4 号

- 厚紙 市販の封筒
使用できるサイズは、「使用できる用紙」
(P. 45) を参照してください。

*1: メートル坪量とは、1m2 の用紙 1 枚の質量をいいます。
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使用できない用紙

次のような用紙は、使用しないでください。紙づまりや故障、および装置破損の原因にな
ります。

･ 上質紙

･ コート紙

･ FUJI XEROX フルカラー OHP フィルム（例：V556、V558、V302）のように、推
奨していない OHP フィルム

･ インクジェット専用紙、インクジェット用 OHP フィルム、インクジェット用郵便はがき

･ 厚すぎる用紙、薄すぎる用紙

･ 他のプリンターやコピー機で、一度印刷された用紙（カラー印刷を含む）

･ しわや折れ、破れのある用紙

･ 湿っている用紙、ぬれている用紙

･ 波打っている用紙、反っている（カールしている）用紙

･ 静電気で密着している用紙

･ 貼り合わせた用紙、のりがついた用紙

･ 絵入りのはがき

･ 紙の表面が特殊コーティングされた用紙

･ 表面加工したカラー用紙

･ うら写り防止用の白粉（ミクロパウダー）が塗布された用紙

･ ミシン目のある用紙

･ 熱で変質するインクを使った用紙

･ 感熱紙

･ カーボン紙

･ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いた用紙

･ ざら紙や繊維質の用紙など、表面がなめらかでない用紙

･ 酸性紙を使用した場合は、文字ボケが出ることがあります。そのときは、中性紙に替え
てください。

･ テープ付きの封筒や、凹凸や止め金のある封筒

･ 台紙全体がラベルなどで覆われていないものや、カットされているラベル用紙

･ タックフィルム

･ 水転写紙

･ 布地転写紙

･ 穴空き用紙（パンチした用紙）

注記
･ 絵入りのはがきを給紙すると、絵柄裏写り防止用の粉が用紙搬送ロールに付着し、給紙できなくなるこ

とがあります。
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用紙の保管と取り扱い

適切な用紙でも、保管状態が悪い場合には変質し、紙づまりやカール、印字品質の低下、
故障の原因になります。用紙を保管するときは、次のことに気をつけてください。

･ 用紙は次のような場所に保管してください。温度 :10 ～ 32 ℃、相対湿度 :30 ～ 65%

･ 開封後、残りの用紙は包装してあった紙に包み、キャビネットの中や湿気の少ない場所
に保管してください。

･ 用紙は立てかけずに、平らな場所に保管してください。

･ しわ、折れ、カールなどがつかないように保管してください。

･ 直射日光の当たらない場所に保管してください。
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4.2 用紙をセットする

ここでは、用紙トレイ、および手差しトレイに用紙をセットする方法を説明します。

参照
･ 使用できる用紙の種類とサイズ :「使用できる用紙」(P. 45)

用紙トレイに用紙をセットする

用紙トレイには、普通紙をセットできます。用紙トレイに普通紙をセットするには、次の
手順に従います。

1. 用紙トレイを両手で持ち、トレイを少し持
ち上げて、ゆっくり引き出します。

2. 用紙トレイを平らな場所に置き、ふたを外
します。

3. 横ガイドのロックレバーを引き上げ、用紙
サイズに合わせて横ガイドをスライドしま
す。次にロックレバーを戻します。

4. 縦ガイドをつまみ、スライドさせて、用紙
サイズに合わせます。

横ガイド

ロックレバー

縦ガイド
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B4 または A3 の用紙をセットするとき

トレイのスライドカセットロックタブを外
側の［UNLOCK］位置に動かし、延長部を
引き出してから［LOCK］位置に戻します。
縦ガイドをつまみながら、B4 または A3 の
サイズに合わせてスライドさせます。

5. 印刷する面を上にし、四隅をそろえて、用
紙をセットします。

補足
･ 用紙を整える際には、用紙をこすらないでください。

静電気が発生し、紙づまりの原因になることがありま
す。

･ 用紙上限線（ ）または最大収容枚数を超える用紙を
セットしないでください。

･ リフトプレートが持ち上がっている場合は、用紙を
セットする前にプレートを押し下げてください。プ
レートが持ち上がっていると、用紙トレイをプリン
ターに挿入できません。

･ 横ガイドを用紙の幅に正しく合わせます。横ガイドの
位置がずれていると、用紙が正常に搬送されず、紙づ
まりの原因になることがあります。

6. 用紙サイズ設定ダイヤルを、セットした用
紙に合わせます。

スライドカセット
ロックタブ

用紙上限線

縦ガイド

リフトプレート

用紙サイズ設定
ダイヤル
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7. 用紙トレイのふたを閉め、トレイをプリン
ターにしっかり押し込みます。

注記
･ トレイのふたはしっかり閉めてください。ふたを閉め

ないと、用紙がずれる原因になることがあります。
･ 用紙トレイをプリンターの背面から押し込まないで

ください。トレイが損傷することがあります。

補足
･ A3 または B4 サイズの用紙が排出される場合は、排

出延長トレイを引き出します。

手差しトレイに用紙をセットする

手差しトレイでは、OHP フィルム、封筒、ラベルなどの用紙の種類を設定できます。次
に、用紙を手差しトレイにセットする方法を説明します。

1. 手差しトレイのくぼみを持ち、図のように
手差しトレイを開けます。

補足
･ A5 サイズの用紙、封筒、はがき、往復はがきをセッ

トするときは、延長トレイを使用する必要はありませ
ん。延長トレイを引き出さずに用紙をセットします。

B5 ～ A4 までの用紙をセットするとき

図のように、延長トレイを引き出します。

排出延長トレイ

延長トレイ
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A4 よりも大きな用紙をセットするとき

図のように、延長トレイを引き出して、ト
レイを開けます。

2. 印刷する面を下にして、図のように、用紙
を完全に挿入します。

補足
･ 用紙を分けるのに、用紙をこすらないでください。静

電気が発生し、紙づまりの原因になることがありま
す。

･ A3、B4、はがき、往復はがき、封筒サイズの用紙を
セットするときは、短辺側から手差しトレイにセット
します。

･ A4、B5、A5、Letter サイズの用紙のをセットする
ときは、長辺側から手差しトレイにセットします。

3. 用紙ガイドを動かして、セットした用紙の
端に軽く当てます。

延長トレイ

用紙ガイド
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5 困ったときには

5.1 紙づまり

注意
･ 機械内部に詰まった用紙や紙片は無理に取り除かないでください。特にヒューザー部や

ローラー部に用紙が巻き付いているときは無理に取らないでください。ケガややけどの
原因となるおそれがあります。ただちに電源スイッチを切り、お買い求めの販売店、ま
たはサービス窓口にご連絡ください。

･ プリンターのカバーを開けて作業する場合は、十分に冷めてから行ってください。プリ
ンターの内部には使用中に高温になる定着ユニットという部品があり、触ると火傷する
おそれがあります。

SimpleMonitor のメッセージに従ってカバーを開け、詰まった用紙を取り除きます。用
紙が破れている場合は、破片が残っていないか確認します。

手差しトレイでの紙づまり

SimpleMonitor に、｢本体で紙づまりです。｣のメッセージが表示された場合は、以下の
手順に従って詰まった用紙を取り除きます。

1. 手差しトレイから、詰まっている用紙を静
かに引いて取り除きます。

補足
･ 詰まった用紙を取り除くことができない場合、または

手差しトレイに見つからなかった場合は、手差しトレ
イを閉じて、用紙トレイ内部で詰まった用紙を取り除
くための手順に従ってください。「 用紙トレイ内部で
の紙づまり」(P. 56) を参照してください。

プリンター内部で紙づまりが発生した場合は、
「トップカバー内部での紙づまり」(P. 54) を参照し

手差しトレイで紙づまりが発生した場合は、「手差しトレイ
での紙づまり」(P. 53) を参照してください。

用紙トレイで紙づまりが発生した場合は、「用紙トレイ内部
での紙づまり」(P. 56) を参照してください。
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2. 図のように、用紙をしっかり押し込んで
セットし直します。

トップカバー内部での紙づまり

SimpleMonitor に、｢本体で紙づまりです。｣または｢本体と用紙トレイで紙づまりです。｣
のメッセージが表示された場合は、以下の手順に従って詰まった用紙を取り除きます。

1. 本体のフロントカバー開閉レバーを押しな
がら、フロントカバーを開けます。

注記
･ プリンター内部の部品には、手を触れないでくださ

い。

2. トップカバーの両側を持って、ゆっくり開
けます。

3. 詰まった用紙を両手で持って、ゆっくり引
き出します。

補足
･ 詰まった用紙を取り除くことができない場合は、本体

から EP カートリッジを取り外してから、もう一度用
紙を取り除くよう試みます。

･ 詰まった用紙を引き出す方向は、紙づまりの位置と状
況によって異なります。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)
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詰まった用紙を上に持ち上げて引き出す場合

詰まった用紙を下に引き下ろして引き出す場

合

排紙口で詰まった用紙を引き出す場合

4. トップカバーを閉じます。

5. フロントカバーを確実に閉じます。
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用紙トレイ内部での紙づまり

SimpleMonitor に、｢用紙トレイで紙づまりです。｣または｢本体と用紙トレイで紙づまり
です。｣のメッセージが表示された場合は、以下の手順に従って、詰まった用紙を取り除
きます。

1. 用紙トレイを両手で持ち、トレイを少し持
ち上げてゆっくり引き出します。

2. 用紙トレイを平らな場所に置き、ふたを取
り外し、用紙を整えてください。

3. プリンター内部を調べ、詰まった用紙を取
り除きます。

4. 用紙トレイのふたを閉め、トレイをプリン
ターの奥までしっかり押し込んでくださ
い。
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5. フロントカバーをいったん開けて、閉じま
す。エラーメッセージがクリアされます。

5.2 問題が起こったとき

問題を機械の故障と判断する前に、以下の表を参照して、再度プリンターの状況を確認し
ます。

警告
･ マニュアルに記載されている場合を除き、分解したり、修理／改造を行ったりしないで

ください。プリンターが正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の原因となる
おそれがあります。

補足
･ 印刷処理が正しく行われなかったときの情報は、SimpleMonitor に保存されます。印刷処理がされて

いない場合は、SimpleMonitor を確認してください。なお、正しく処理できない印刷データは破棄さ
れることがあります。SimpleMonitor の起動方法については、「SimpleMonitor をインストールす
る」(P. 24) を参照してください。

電源が入らない

症状 原因／処置

電源が入らない プリンターの電源が切れていませんか？
電源スイッチの〈 | 〉側を押して、電源を入れてください。

参照
･「2.2 電源を入れる／切る」(P. 32)

電源コードが抜けている、またはゆるんでいませんか？
プリンターの電源を切り、電源コードを電源コンセントに差し込み直してください。そ
のあとで、プリンターの電源を入れてください。

参照
･『設置手順書』

電源コードを正しい電圧のコンセントに接続していますか？
プリンターは、適切な定格電圧および定格電流のコンセントに、単独で接続してくだ
さい。

参照
･「安全にお使いいただくために」(P. 11)

電源コンセントに電源がきていますか？
ヒューズボックスの状態を確認してください。
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印刷できない

プリンターへの電源が頻繁に
切れる

本機に故障が発生しています。
電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いて、お買い求めの販売店、またはサー
ビス窓口にご連絡ください。

電源コードが抜けている、またはゆるんでいませんか？
プリンターの電源を切り、電源コードを電源コンセントに差し込み直してください。そ
のあとで、プリンターの電源を入れてください。

参照
･「2.2 電源を入れる／切る」(P. 32)

症状 原因／処置

印刷ジョブは送信されるが、印
刷されないか、印刷が開始する
まで時間がかかる

〈準備完了〉ランプが、点灯、点滅、または消灯します。
ライトの状態によって問題を解決してください。

参照
･「操作パネル」(P. 31)

コンピューターにメッセージが表示されていますか？
画面上の指示に従って、問題を解決してください。

参照
･「5.4 SimpleMonitor にメッセージが表示される場合」(P. 66)

正しいインターフェイスケーブルが接続されていますか？
電源を切り、インターフェイスケーブルのタイプを確認してください。

参照
･「1.2 ケーブルを接続する」(P. 20)
･「2.2 電源を入れる／切る」(P. 32)

インターフェイスケーブルが取り外されていませんか？
電源を切り、インターフェイスケーブルの接続を確認してください。

参照
･「1.2 ケーブルを接続する」(P. 20)
･「2.2 電源を入れる／切る」(P. 32)

用紙がセットされていないか、プリンタードライバーに設定されている用紙サイズが
実際にセットされている用紙サイズと異なります。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

データの送信中です。このプリンターはページ全体のデータを受信するまで印刷を開
始しません。画像の多いデータを送信した場合も印刷に時間がかかります。
しばらくお待ちください。

用紙トレイから印刷できない 用紙サイズ設定ダイヤルは正しく設定されていますか？用紙サイズ設定ダイヤルを、
用紙トレイにセットした用紙に合わせます。

参照
･「用紙トレイに用紙をセットする」(P. 49)

用紙は正しくセットされていますか？用紙をトレイに正しくセットしてください。

参照
･「用紙トレイに用紙をセットする」(P. 49)

症状 原因／処置
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用紙が正しく送られない

手差しトレイから印刷できな
い

用紙は正しくセットされていますか？
用紙を手差しトレイに正しくセットしてください。

参照
･「手差しトレイに用紙をセットする」(P. 51)

症状 原因／処置

用紙が送られない
紙づまり
用紙が重送される
用紙が斜めに送られる

用紙は正しくセットされていますか？
用紙を正しくセットしてください。また、OHP フィルム、はがき、封筒などをセット
する場合は、用紙の間に空気が入るように、よく紙をさばいてください。

参照
･「封筒をセットする」(P. 37)
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

用紙が湿っていませんか？
新しい用紙と交換してください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

適切な用紙を使用していますか？
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

用紙トレイは正しくセットされていますか？
用紙トレイをプリンターの奥までしっかり押し込んでください。

用紙が詰まっています。詰まっている用紙を取り除いてください。

参照
･「5.1 紙づまり」(P. 53)

プリンターは水平な場所に設置されていますか？
プリンターは安定した平面の上に置いてください。

参照
･「安全にお使いいただくために」(P. 11)

用紙ガイドは、正しい位置にセットされていますか？
用紙ガイドは、正しい位置にセットしてください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

症状 原因／処置
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その他

症状 原因／処置

異常な音 プリンターは水平な場所に設置されていますか？
プリンターは安定した平面の上に置いてください。

参照
･「安全にお使いいただくために」(P. 11)

トップカバー、フロントカバーが開いていませんか？
トップカバー、フロントカバーを閉めてください。

用紙トレイは正しくセットされていますか？
用紙トレイをプリンターの奥までしっかり押し込んでください。

本機内に異物が入っていませんか？
電源を切り、本機内部の異物を取り除いてください。本機を分解しないと取り除けな
い場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご連絡ください。

〈プリント中止〉ボタンを押し
ても印刷が中止されない

エラーが発生してるときに、〈プリント中止〉ボタンを押しても印刷は中止されません。
エラーを解除してから、〈プリント中止〉ボタンを押して、印刷を中止してください。
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5.3 印刷の品質が悪いとき

印字品質が悪い場合は、次の表から最も近い症状を選び、処置してください。該当する処
置をしても印字品質が改善されない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口に
ご連絡ください。

症状 原因／処置

何も印刷されない EP カートリッジのシールを引き抜いていないか、EP カートリッジがプリンターに正
しく装着されていません。
シールを引き抜くか、EP カートリッジを正しく装着してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

一度に複数枚の用紙が搬送されています（重送）。
用紙をよくさばいてからセットし直してください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジの交換が必要です。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジが正しくセットされていません。
EP カートリッジを正しくセットしてください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

本機に故障が発生しています。
お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご連絡ください。

用紙全体がぬりつぶされて印
刷される

EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジが正しくセットされていません。
EP カートリッジを正しくセットしてください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

本機に故障が発生しています。
お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご連絡ください。
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白抜けや白筋が出る 使用している用紙が適切ではありません。
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

用紙が湿気を含んでいます。
新しい用紙と交換してください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジの交換が必要です。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジのシールを引き抜いていないか、EP カートリッジがプリンターに正
しく装着されていません。
シールを引き抜くか、EP カートリッジを正しく装着してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

プリンター内部に結露が発生している可能性があります。
プリンターの電源を入れたまま 1 時間以上放置し、結露を取り除いてください。

黒いスポットが印刷される 使用している用紙が適切ではありません。
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

黒い線が表示される EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジが正しくセットされていません。
EP カートリッジを正しくセットしてください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

症状 原因／処置
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等間隔に汚れが起きる 用紙搬送路に汚れが付着しています。数枚印刷してください。

EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジが正しくセットされていません。
EP カートリッジを正しくセットしてください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

黒のハーフトーンの中や外に
ヒゲのようなものが印刷され
る

開封したまま長時間放置した用紙を使っている可能性があります（特に湿度が低い場
合）。
新しい用紙と交換してください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

黒ベタの周りに影のようなも
のが印刷される

開封したまま長時間放置した用紙を使っている可能性があります（特に湿度が低い場
合）。
新しい用紙と交換してください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

画像の一部が抜けて白点にな
る

使用している用紙が適切ではありません。
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

指でこするとかすれる 用紙が湿気を含んでいます。
新しい用紙と交換してください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

使用している用紙が適切ではありません。
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

テキストや画像が斜めに印刷
される

用紙ガイドが正しい位置にセットされていません。
用紙ガイドを正しい位置にセットしてください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

症状 原因／処置
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縦長に白抜けする EP カートリッジが劣化、または損傷しています。
新しい EP カートリッジと交換してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

EP カートリッジが正しくセットされていません。
EP カートリッジを正しくセットしてください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」(P. 70)

リブプレートが汚れています。
リブプレートを清掃してください。

参照
･「プリンター内部の清掃」(P. 74)

用紙にしわがつく 使用している用紙が適切ではありません。
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

用紙が湿気を含んでいます。
新しい用紙と交換してください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

用紙は正しくセットされていますか？
用紙をトレイに正しくセットしてください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

文字がにじむ 用紙が湿気を含んでいます。
新しい用紙と交換してください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

使用している用紙が適切ではありません。
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

リブプレートが汚れています。
リブプレートを清掃してください。

参照
･「プリンター内部の清掃」(P. 74)

用紙の裏が汚れる リブプレートが汚れています。
リブプレートを清掃してください。

参照
･「プリンター内部の清掃」(P. 74)

症状 原因／処置
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OHP フィルムにきれいに印刷
されない

本機で使用できない種類の OHP フィルムがセットされています。
適切な種類の OHP フィルムをセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

手差しトレイに OHP フィルムが正しくセットされていません。
OHP フィルムを手差しトレイに正しくセットしてください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

はがきにきれいに印刷されな
い

本機で使用できない種類のはがきがセットされています。
適切な種類のはがきをセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

手差しトレイにはがきが正しくセットされていません。
はがきを手差しトレイに正しくセットしてください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

封筒にきれいに印刷されない 本機で使用できない種類の封筒がセットされています。
適切な種類の封筒をセットしてください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

手差しトレイに封筒が正しくセットされていません。
封筒を手差しトレイに正しくセットしてください。

参照
･「封筒をセットする」(P. 37)

上と横の余白が間違っている 用紙サイズがプリンターまたはアプリケーションで正しくセットされていません。
用紙サイズを正しくセットしてください。

文字化けが印刷される プリンターがプリンター切替器を通して接続されていませんか？
プリンターはプリンター切替器を通さないで接続してください。

印刷の位置が前に使用したプ
リンターと異なる

使用している用紙が適切ではありません。
適切な用紙をセットしてください。

参照
･「4.1 用紙について」(P. 45)

症状 原因／処置
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5.4 SimpleMonitor にメッセージが表示され
る場合

SimpleMonitor は、プリンターに取り付けられている EP カートリッジのトナーの状態
に関する情報を含めて、プリンターの状態を表示します。

プリンターで紙づまりなどの問題が発生したり、用紙切れになると、メッセージダイアロ
グボックスが表示されます。ダイアログボックスが表示された場合は、このマニュアルの
該当するページを参照し、記載されている指示に従ってください。指示どおり処置を行っ
ても問題が解決されない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご連絡くだ
さい。

補足
･ SimpleMonitor に表示される「ドラム／トナーカートリッジ」は「EP カートリッジ」を意味します。

プリンターの状態

メッセージ 意味／理由 処置／参照

カバーが開いています。 プリンターのカバーが開いて
います。

フロントカバーとトップカバーを閉じ
ます。

指定されたサイズと異な
るサイズの用紙がセット
されています。

用紙トレイまたは手差しトレ
イにセットされた用紙のサイ
ズが、プリンタードライバーで
指定された用紙のサイズと一
致しません。

用紙トレイまたは手差しトレイに正し
いサイズの用紙をセットしてください。

参照
･「4.2 用紙をセットする」(P. 49)

装着されているドラム／
トナーカートリッジが間
違っています。

セットされている EP カート
リッジはサポートされていま
せん。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」

(P. 70)

手差しトレイで指定され
た用紙サイズにプリント
できませんでした。

手差しトレイにセットされて
いる用紙のサイズでは印刷で
きません。

用紙サイズが手差しトレイで使用でき
ることを確認してください。

参照
･「使用できる用紙」(P. 45)

手差しトレイに指定され
たサイズと異なるサイズ
の用紙がセットされてい
ます。

手差しトレイにセットされた
用紙のサイズが、プリンタード
ライバーで指定された用紙の
サイズと一致しません。

手差しトレイに正しいサイズの用紙を
セットしてください。

参照
･「手差しトレイに用紙をセットする」

(P. 51)

手差しトレイに用紙があ
りません。

手差しトレイに用紙がありま
せん。

手差しトレイに用紙を補給してくださ
い。

参照
･「手差しトレイに用紙をセットする」

(P. 51)
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ドラム／トナーカートリッジ（EP カートリッジ）のステータス

電 源 が 切 れ て い る か、
ケーブルが接続されてい
ません。

プリンターに電源が供給され
ていません。

プリンターに電源コードとインタフェ
イスケーブルが正しく接続され、プリン
ターに電源が入っており、停電がないこ
とを確認してください。

参照
･『設置手順書』

ドラム／トナーカート
リッジがセットされてい
ません。

プリンターにEPカートリッジ
がセットされていません。

参照
･『設置手順書』

トレイ 1 で指定された用
紙サイズにプリントでき
ませんでした。

用紙トレイにセットされてい
る用紙のサイズでは印刷でき
ません。

用紙トレイで用紙サイズが使用できる
ことを確認してください。

参照
･「使用できる用紙」(P. 45)

トレイ 1 に用紙がありま
せん。

用紙トレイに用紙がありませ
ん。

用紙トレイに用紙を補給してください。

参照
･「用紙トレイに用紙をセットする」

(P. 49)

プリンタでエラーが発生
しました。（XXX-XXX）

プリンターでエラーが発生し
ました。"XXX" は 10 進形式
で表示される番号を示します。

参照
･「5.5 エラーコードリスト」(P. 68)

プリントできませんでし
た。

プリンターは印刷できません。 プリンターでエラーが発生しました。

参照
･「5.2 問題が起こったとき」(P. 57)

本体で紙づまりが発生し
ています。

紙づまりが発生しています。 参照
･「5.1 紙づまり」(P. 53)

本体と用紙トレイで紙づ
まりが発生しています。

紙づまりが発生しています。 参照
･「5.1 紙づまり」(P. 53)

用紙トレイがありませ
ん。

用紙トレイがありません。 用紙トレイが正しくセットされている
ことを確認してください。

用紙トレイで紙づまりが
発生しています。

紙づまりが発生しています。 参照
･「5.1 紙づまり」(P. 53)

メッセージ 意味／理由 処置／参照

サポート対象外 セットされている EP カート
リッジはサポートされていま
せん。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」

(P. 70)

未装着 EP カートリッジがセットされ
ていません。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」

(P. 70)

予備を用意 プリンターのトナーがまもな
くなくなります。
新しいEPカートリッジを準備
してください。

参照
･「 EP カートリッジを交換する」

(P. 70)

良好 プリンターは印刷可能です。 参照
･「2.2 電源を入れる／切る」(P. 32)

メッセージ 意味／理由 処置／参照
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5.5 エラーコードリスト

SimpleMonitor に、「プリンターでエラーが発生しました（XXX-XXX）」といったエ
ラーメッセージとエラーコードが表示された場合は、以下のリストを参照し、リストに記
載されている指示に従って問題を解決してください。"XXX" は 10 進形式で表示される番
号を示します。

エラーコード 処置／参照

001-358 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

003-350 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

003-360 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

003-367 プリンターの電源を切／入します。エラーコードが表示され
ない場合は、CD-ROM 内の ReadMe を参照してください。
問題が解決されない場合は、お買い求めの販売店、または
サービス窓口にご連絡ください。

006-370 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

006-371 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

006-372 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

007-340 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

009-361 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

010-397 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

103-320 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。

103-332 プリンターの電源を切／入します。それでも問題が解決され
ない場合は、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にご
連絡ください。
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6 日常管理

6.1 消耗品を交換する

消耗品の種類と購入について

本製品には、次のような消耗品が用意されています。 消耗品のご注文は、お買い求めの販
売店、またはサービス窓口にご連絡ください。

注記
･ 本機は、純正消耗品を使用しているときに印刷品質やプリンター性能がもっとも安定するように設計さ

れています。純正品と異なる仕様の消耗品を使用された場合、プリンター本来の性能を発揮できない場
合や、プリンター本体が仕様外の消耗品が原因で故障したときに有償修理となる場合があります。純正
品をご使用いただけますと、万一のトラブルのときも安心してサポートを受けることができます。本来
の性能を得るためにも、純正品の使用をお勧めします。

･ 印刷可能ページ数は、印刷条件や原稿の内容、本機電源の入切の頻度などによって、大きく異なります。
詳しくは、「消耗品および有寿命部品（定期交換部品、有償）について」(P. 83) を参照してください。

EP カートリッジ

印刷をするためのトナー、感光体（ドラム）、現像ユニットなどが一体化されたものです。
印刷が薄くなったり、印字品質が悪くなった場合に交換します。EP カートリッジの交換
の目安と交換方法は、「消耗品および有寿命部品（定期交換部品、有償）について」(P. 83)、

「EP カートリッジを交換する」(P. 70) を参照してください。

注記
･ A4（ヨコ）サイズ、像密度 5% 連続印刷時の参考値です。また、JIS X6931（ISO/IEC 19752）規

格に基づく公表値を満足しています。実際の交換サイクルは印刷条件、出力内容、用紙サイズ、種類や
環境によって異なります。

補足
･ 本機には印刷可能ページ数が約 2,000 ページ（参考値）の EP カートリッジが同梱されています。な

お、この EP カートリッジは購入することはできません。

品名 型番
印刷可能ページ数

（参考値）

EP カートリッジ PR-L8000-11 約 6,000 ページ

EP カートリッジ PR-L8000-12 約 10,000 ページ
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消耗品の取り扱いについて

･ 消耗品の箱は、立てた状態で保管しないでください。

･ 消耗品は、使用するまでは開封せずに、次のような場所を避けて保管してください。

･ 高温多湿の場所

･ 火気がある場所

･ 直射日光が当たる場所

･ ほこりが多い場所

･ 消耗品は、消耗品の箱や容器に記載された取り扱い上の注意をよく読んでから使用して
ください。

･ 消耗品は、予備を置くことをお勧めします。

使用済み消耗品の回収

ご使用済みの NEC 製 EP カートリッジは地球資源の有効活用を目的として回収し、再利
用可能な部品は再利用しております。

ご使用済みの NEC 製 EP カートリッジは捨てずに、トナー回収センターに直接お送りい
ただくか、お買い上げの販売店、または添付の「NEC サービス網一覧表」に記載されて
いるサービス施設までお持ち寄りください。なお、その際は EP カートリッジの損傷を防
ぐため、ご購入時の梱包箱に入れてください。

（EP カートリッジ回収に関する Web ページ「EP カートリッジ : 環境活動」

URL：http://www.nec.co.jp/eco/ja/products/3r/ep_recycle.html ）

EP カートリッジを交換する

EP カートリッジの交換時期が近づくと、プリンターの〈エラー〉ランプが点灯し、〈準備
完了〉ランプが点滅または点灯します。SimpleMonitor には、「消耗品の予備を用意して
ください。」というメッセージが表示されます。すぐに交換する必要はありませんが、EP
トナーカートリッジの予備を用意してください。

補足
･ 印刷可能ページ数は、印刷条件や原稿の内容、本機電源の入切の頻度などによって、大きく異なります。

詳しくは、「消耗品および有寿命部品（定期交換部品、有償）について」(P. 83) を参照してください。

警告
･ 床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らした布などで

拭き取ってください。掃除機を用いると、掃除機内部のトナーが、電気接点の火花など
により、発火または爆発するおそれがあります。大量にこぼれた場合、お買い求めの販
売店、またはサービス窓口にご連絡ください。

･ 以下のものを絶対に火中に投じないでください。カートリッジや容器内に残っているト
ナーの発火または爆発によりやけどのおそれがあります。
･トナー
･ EP カートリッジ
･トナーの入った容器
不要な消耗品、または消耗品の入っていた容器は、必ずお買い求めの販売店、または
サービス窓口にお渡しください。弊社にて処理いたします。
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注意
･ EP カートリッジは幼児の手が届かないところに保管してください。幼児がトナーを飲

み込んだ場合は、ただちに医師に相談し指示を受けてください。
･ EP カートリッジを交換する際は、トナーが飛散しないように注意してください。また、

トナーが飛散した場合は、トナーが皮膚や衣服に付いたり、トナーを吸引したり、また
は目や口に入らないように注意してください。

･ 次の事項に従って、応急処置をしてください。
･トナーが皮膚や衣服に付着した場合は、石けんを使って水でよく洗い流してください。
･トナーが目に入った場合は、目に痛みがなくなるまで 15 分以上多量の水でよく洗い、
必要に応じて医師の診断を受けてください。
･トナーを吸引した場合は、新鮮な空気のところへ移動し、多量の水でよくうがいをし
てください。
･トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだトナーを吐き出し、水でよく口の中をすすぎ、
多量の水を飲んでください。すみやかに医師に相談し指示を受けてください。

注記
･ 直射日光や強い光に当てないでください。
･ EP カートリッジ取り付け作業は、強い光の当たる場所を避け、1 分以内で終了してください。
･ 感光体（ドラム）表面には手を触れないでください。また、EP カートリッジを立てたり、裏返して置

いたりしないでください。感光体（ドラム）を傷つけることがあります。
･ 感光体（ドラム）保護シャッターは、中の感光体（ドラム）に光が当たらないように保護しています。

感光体（ドラム）保護シャッターをむやみに開けないでください。
･ EP カートリッジは、開封後、1 年以内で使い切ることをお勧めします。
･ EP カートリッジを置く場合は、平らな場所を選んでください。

EP カートリッジを交換する

1. プリンターのフロントカバー開閉レバーを
押しながら、フロントカバーを開けます。

注記
･ プリンター内部の部品には、手を触れないでくださ

い。

2. トップカバーの両側の取っ手を持って、
トップカバーをゆっくり開けます。

ハンドル部分を上にして置く
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3. EP カートリッジの取っ手を持って、図のよ
うにゆっくり引き出します。

補足
･ トナーで床などを汚さないように、取り出したEPカー

トリッジを置く場所には、あらかじめ紙などを敷いて
おいてください。

･ トナーで手や衣服を汚さないように気をつけてくだ
さい。万一、トナーが手や衣服についた場合は、すぐ
に洗い流してください。

4. 新しい EP カートリッジを梱包袋から取り
出して、図のように 7 ～ 8 回振ります。

5. EP カートリッジを平らな場所に置き、ト
ナーシールを水平に引き抜きます。

注記
･ トナーシールを引き抜くときは、水平にまっすぐ引き

抜いてください。斜めに引くと、途中でテープが切れ
ることがあります。

･ トナーシールを引き抜いたあとは、EP カートリッジ
を振ったり、衝撃を与えたりしないでください。

6. EP カートリッジの取っ手を持ち、EP カー
トリッジの両側の突起部を、プリンターの
内部の溝に沿わせて、図に示すように溝に
スライドさせてセットします。

注記
･ プリンター内部の部品には、手を触れないでくださ

い。
･ EP カートリッジが確実にセットされていることを確

認してください。

7. トップカバーを閉じます。

溝
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8. フロントカバーを確実に閉じます。

6.2 清掃について

ここでは、プリンターを良好な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるようにするため、
プリンターの清掃方法について説明します。

注意
･ 機械の清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜い

てください。電源スイッチを切らずに機械の清掃を行うと、感電の原因となるおそれが
あります。

プリンター外部の清掃

約 1 か月に 1 回、プリンターの外部を清掃してください。プリンターの外部を、水でぬ
らし固く絞った柔らかい布でふきます。そのあと、乾いた柔らかい布で水分をふきとりま
す。汚れが取れにくい場合は、柔らかい布に薄めた中性洗剤を少量含ませて軽くふいてく
ださい。

注記
･ 洗剤を直接プリンターに向けてスプレーしないでください。スプレー液が隙間から内部に入り込み、ト

ラブルの原因になることがあります。また、中性洗剤以外の洗浄液は、絶対に使用しないでください。
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プリンター内部の清掃

紙づまりの処置や EP カートリッジの交換のあとは、トップカバーやフロントカバーを閉
める前に、内部の点検を行ってください。

注意
･ プリンターのカバーを開けて作業する場合は、十分に冷めてから行ってください。プリ

ンターの内部には使用中に高温になる定着ユニットという部品があり、触ると火傷する
おそれがあります。

･ 紙片が残っている場合は、取り除きます。

･ ホコリや汚れなどがある場合は、乾いた清潔な布などでふき取ります。

･ プリンター内部を清掃したあとは、まずトップカバーを閉じます。フロントカバーを確
実に閉じます。
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6.3 プリンターを移動するときは

プリンターを移動するときは、次の手順で行ってください。

注意
･ 機械の重さ（本体のみ、消耗品を含む）は、16.7kg です。必ず、2 人以上で持ち運ん

でください。
･ 機械を持ち上げるときは、腰を痛めないよう、ひざを折り、指示された左右両側の下方

にあるくぼみを持ってから立ち上がるようにしてください。

 

1. プリンターの電源スイッチの〈○〉側を押
し、電源を切ります。

2. 電源コード、インターフェイスケーブルな
ど、すべての接続コードを外します。

3. プリンターのフロントカバー開閉レバーを
押しながら、フロントカバーを開けます。

注記
･ プリンター内部の部品には、手を触れないでくださ

い。部品によっては、高温になっているものがありま
す。
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4. トップカバーの両側の取っ手を持って、
トップカバーをゆっくり開けます。

5. EPカートリッジの取っ手を持って、EPカー
トリッジをゆっくり引き出します。

注記
･ EP カートリッジは、必ず取り外してください。EP

カートリッジを取り付けたまま運搬すると、トナー
でプリンター内部が汚れることがあります。

･ 取り外した EP カートリッジを振らないでください。
トナーがこぼれます。

･ 取り外した EP カートリッジは、元のアルミパックに
入れるか、厚い布で包み、強い光に当てないようにし
ます。

6. トップカバーを閉じます。

7. フロントカバーを確実に閉じます。

8. 排出トレイにある用紙を取り出し、排出ト
レイの長さを延長している場合は、元の位
置に縮めます。

9. プリンターから用紙トレイを引き抜き、用
紙トレイ内の用紙を取り出します。取り出
した用紙は梱包して、湿気やホコリのない
場所に保管します。
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10. 用紙トレイを、プリンターの奥までしっか
り押し込みます。

11. プリンターを持ち上げて、静かに移動します。長距離を移動する場合は、プリンター
を梱包して運送してください。
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A 付録

A.1 主な仕様

製品の仕様

MultiWriter 8000E

項目 内容

形式 デスクトップ

プリント方式 レーザーゼログラフィー

注記
* 半導体レーザー＋乾式電子写真方式

定着方式 ヒートローラー（オイルレス）

ウォームアップタイム 15 秒以下（電源投入時、室温 22°C）

連続プリント速度

（A4 、普通紙）
片面印刷時：21 枚／分 *1

･ 用紙種類、サイズやプリント条件によって、プリント速度が低下
する場合があります。

*1 A4 ヨコ同一原稿連続プリント時。画質調整のためプリント速度
が低下する場合があります。

ドット間隔 データ処理解像度： 600 dpi（23.6 ドット /mm）

出力解像度：600 dpi（23.6 ドット /mm）

階調 256 階調

用紙サイズ 用紙トレイ：
･ 標準サイズ

A5 、B5 、A4 、B4 、A3 、Letter （8.5 × 11"）

、Legal （8.5 × 14"）

手差しトレイ：
･ 標準サイズ

A5 、B5 、A4 、B4 、A3 、Letter （8.5 × 11"）

、はがき 、往復はがき 、封筒洋形 4 形
･ その他

ユーザー定義サイズ（100.0 × 297.0 - 148.0 × 420.0 mm）

像欠け幅：
･ 用紙の上下 5mm、用紙の左右 5mm
･ 用紙の上下 10 mm、用紙の左右 10mm（封筒印刷時）

用紙種類 普通紙、OHP フィルム（モノクロ印刷用）、封筒などの厚紙（64 -

128 g/m2）

給紙容量

（坪量 64g/m2 の普通紙）

用紙トレイ（250 枚）、手差しトレイ（30 枚）

出力トレイ容量

（坪量 64g/m2 の普通紙、A4）

約 250 枚（フェイスダウン）

CPU NALTEC N4
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メモリー容量 標準 16MB

ページ記述言語 HBPL

対応 OS Windows Vista™（32/64bit）／ Windows® XP（32/64bit）

／ Windows® 2000 ／ Windows Server® 2003（32/64bit）

インターフェイス 標準：双方向パラレル（IEEE1284 準拠）、USB2.0（Hi-Speed）

オプション：Ethernet（100BASE-TX/10BASE-T）*2

注記
*2 LAN アダプタ（オプション）が取り付けられている場合に使用
できます

対応プロトコル セントロ：Compatible、Nibble、ECP

TCP/IP *3

注記
*3 LAN アダプタ（オプション）が取り付けられている場合に使用

できます。

電源 AC100V ± 10%、15A、50/60Hz 共用

注記
･ 推奨コンセント容量。機械側最大電流 8.7A

動作音 稼動時： 6.3 B （A）、50.0 dB （A）以下
待機時： 4.0 B （A）、36.0 dB （A）以下

注記
･ ISO7779 に基づき測定。
･ 単位 B （A）： 音響パワー・レベル
･ 単位 dB （A）： 放射音圧レベル（バイスタンダ位置）

消費電力 最大：798W 以下
節電モード時：11W 以下
平均：待機時 80W 以下
稼動時：440W 以下

注記
･ 本機は電源スイッチを切った状態でも、0.1W 以下の電力を消費

しています。この消費電力を回避（または節約）するためには、
機械の電源プラグをコンセントから外してください。

大きさ 幅 459 × 奥行 463 × 高さ 295 mm

質量
（EP カートリッジを含む）

16.7kg

使用環境 使用時： 温度：10 ～ 32 ℃　湿度：15 ～ 85％（結露による障
害は除く）

非使用時：温度：-10 ～ 40 ℃　湿度：5 ～ 85％（結露による障害
は除く）

注記
･ 使用直前の温度、湿度の環境、プリンター内部が設置環境になじ

むまで、使用される用紙の品質によってはプリント品質の低下を
招く場合があります。

項目 内容
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印刷可能領域

A.2 オプション品の紹介

オプション品は以下のとおりです。お買い上げの際には、販売店までご連絡ください。

･ 商品の種類や型番は 2007 年 7 月現在のものです。

･ 商品の種類や型番は変更されることがあります。

･ 最新の情報については、お買い求めの販売店、またはサービス窓口にお問い合わせくだ
さい。

商品名 型番 備考

LAN アダプタ PR-L8000-NP 10BASE-T/100BASE-TX 対応の USB2.0
HighSpeed 対応 LAN 拡張アダプタです。
本機をネットワークプリンターとして使用する
場合に必要です。

先端 5mm

左
5mm

後端 5mm

右 5mm

印刷不可領域
印刷可能領域

先端 10mm

左 10mm

後端 10mm

右 10mm

印刷不可領域

印刷可能領域

用紙 封筒
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A.3 保証について

保証書について

プリンターには「保証書」が付いています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお
渡ししますので、記載内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が
発生した場合は、「保証書」の記載内容に基づき、無料修理します。詳細については「保
証書」、および次ページの「保守サービスについて」をご覧ください。また、プリンター
に添付の「NEC サービス網一覧表」に記載されているサービス窓口へお問い合わせくだ
さい。

注記
･ 本体の背面に製品の型式、SERIAL No.（製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された管理銘板

が貼ってあります（下図参照）。販売店またはサービス窓口にお問い合わせをする際にこの内容をお伝
えください。また、管理銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していないと、万一プリンターが保
証期間内に故障した場合でも保証を受けられないことがあります。お問い合わせの前にご確認くださ
い。

管理銘板
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保守サービスについて

保守サービスは純正部品を使用することはもちろん、技術力においてもご安心してご利用
いただける、当社指定の保守サービス会社をご利用ください。保守サービスには次のよう
な種類があります。

･ 契約保守
年間一定料金で契約を結び、サービス担当者を派遣するシステムです。

･ スポット出張修理
サービス担当者がお客様のところに伺い、修理をするシステムです。料金は修理の程度、
内容に応じて異なります。

･ スポット引き取り修理
宅配業者が事前連絡のうえ伺い、装置を引き取り、修理後返却するシステムです。

保守サービスの種類

プリンターの寿命について

製品寿命は、次のとおりです。

･ MultiWriter 8000E
印刷枚数が 30 万枚＊、または使用年数 5 年のいずれか早い方

＊：MultiWriter 8000E は、有寿命部品（定期交換部品、有償）の交換が必要です。有
寿命部品（定期交換部品、有償）の交換については、販売店または「NEC サービス
網一覧表」にて記載のサービス窓口にご相談ください。

種　類 概　要
修理料金

お支払い方
法 受付窓口 *1

保証期間内 保証期間外

契約保守 ご契約いただきますと、修理のご依頼に対
しサービス担当者を派遣し、修理いたしま
す。（原則として派遣日にその場で修理い
たしますが、故障の程度・内容により、お
引き取りして修理する場合もありますの
で、ご了承ください。）保守料は、システ
ム構成に応じた一定料金を前払いしてい
ただくため一部有償部品を除き、修理完了
時にその都度お支払いいただく必要はあ
りません。保守費用の予算化が可能になり
ます。

機器構成、契約期間に応じた
一定料金

契約期間に
応じて一括
払い

NECフィール
ディングカス
タマーサポー

トセンター *1

0120-911-
111

ス ポ ッ ト
出張修理

修理のご依頼に対してサービス担当者を
随時派遣し、修理いたします。

（原則として派遣日にその場で修理いたし
ますが、故障の程度・内容により、お引き
取りして修理する場合もありますので、ご
了承ください。）ご契約は不要です。

無料 出張費
＋
技術料
＋
部品代

そのつど
清算

ス ポ ッ ト
引 き 取 り
修理

最寄のサービス拠点より修理品を引き取
りに参ります。修理完了後お届けいたしま
す。

技術料
＋
部品代

*1 受付時間：＜修理受付窓口＞ 24 時間 365 日
出張修理訪問時間：受付後、個別にご相談させていただきます。原則平日（月～金）、定時間内（AM9:00 ～ PM5:00）
引取訪問時間：宅配業者が事前連絡の上伺います。
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消耗品および有寿命部品（定期交換部品、有償）について

消耗品の寿命について

EP カートリッジの交換時期が近づくと、プリンターの〈エラー〉ランプが点灯し、〈準備
完了〉ランプが点滅または点灯します。このときは交換用の EP カートリッジを準備して
ください。

参照
･ 交換時期を知らせるランプ表示は、予備の EP カートリッジを準備するためのだいたいの目安です。お

客様の印刷条件や印刷内容によって、表示タイミングは異なります。
･ ランプの表示タイミングと印刷可能ページ数は、お客様の印刷条件や印刷内容によって大きく異なりま

す。
･ ランプ表示前でも、印刷が薄くなったり、印刷品質が悪くなった場合には、EP カートリッジを交換し

てください。

* : 本機には印刷可能ページ数が約 2,000 ページ（参考値）の EP カートリッジが同梱されています。な
お、この EP カートリッジは購入することはできません。

注記
･ EP カートリッジの印刷可能ページ数は、A4 ヨコサイズの用紙を使用し、一度に印字するページ数を 2

枚、温度 22 ℃、湿度 55% の環境、標準の濃度設定値で印刷した場合の印字可能ページ数です。実際
の印字可能ページ数は、用紙サイズ、用紙種類、使用環境、本体の電源 ON/OFF に伴う初期化動作、
印字品質保持の調整動作など、使用条件により変動し、参考値と大きく異なることがあります。

･ A4（ヨコ）サイズ、像密度 5% 連続印刷時の参考値です。また、JIS X6931（ISO/IEC 19752）規
格に基づく公表値を満足しています。実際の交換サイクルは印刷条件、出力内容、用紙サイズ、種類や
環境によって異なります。

有寿命部品（定期交換部品、有償）について

注記
･ 各有寿命部品（定期交換部品、有償）の推奨交換周期（寿命の目安）は、A4 ヨコサイズ（坪量 64g/

m2 の普通紙）の用紙を使用し、片面印字、一度に印字するページ数を 2 枚、温度 22 ℃、湿度 55%
の環境で印字した場合の印字可能ページ数です。実際の印字可能ページ数は、用紙サイズ、用紙種類、
使用環境、本体の電源 ON/OFF に伴う初期化動作、印字品質保持の調整動作など、使用条件により変
動し、参考値と大きく異なることがあります。

･ 有寿命部品（定期交換部品、有償）はサービスエンジニアが交換します。

品名 印刷可能ページ数

EP カートリッジ * 2,000 枚

EP カートリッジ 6,000 枚

EP カートリッジ 10,000 枚

品名 推奨交換周期

定期保守 100K キット（L8000E） 約 100,000 ページ

内
訳

テイチャクユニット

-

テンシャローラ ASSY キット 3

手差しピックローラ ASSY

手差しフリクションホルダー ASSY

レジスト ASSY キット

250 ピックローラ ASSY キット

250 フリクションホルダー ASSY
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補修用性能部品について

弊社は、本機の補修用性能部品（機械の機能を維持するために必要な部品）を、機械本体
の製造終了後 7 年間保有しています。

ユーザーズマニュアルの再購入について

ユーザーズマニュアルを破損、紛失されたときは、下記の PC マニュアルセンターでコ
ピー複製版（白黒版）をお買い求めいただけます。お申し込みには、プリンターの型番が
必要になります。あらかじめお調べのうえ、お申し込みください。

プリンターの型番

NEC PC マニュアルセンター

URL： http://pcm.mepros.com/

電話： 03-5471-5215
受付時間　月曜から金曜　10：00 ～ 12：00/13：00 ～ 16：00

（土曜、日曜、祝祭日を除く）

FAX： 03-5471-3996
24 時間受付。ただし、いただいた FAX に対する回答は翌営業日以降になり
ます。

補足
･ 製造終了後 7 年を経過した製品のマニュアルは販売しておりません。
･ 一部取り扱いのないマニュアルがあります。

情報サービスについて

･ プリンター製品に関する最新情報

インターネット「NEC8 番街」　URL：http://nec8.com/mw/

･ プリンターに関する技術的なご質問、ご相談

NEC 121 コンタクトセンター
（電話番号、受付時間などについては、「NEC サービス網一覧表」をご覧ください。）

機種名 型番

MultiWriter 8000E PR-L8000E
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A.4 用語集

CD-ROM

コンパクトディスク（CD）にコンピューター用ソフトウエアや画像などのデータを記録
したものです。

dpi

Dot Per Inch の略で、1 インチ（約 25.4mm）幅に印字できるドット数を表す単位で
す。解像度を示す単位として使用します。

G.S.M.（メートル坪量）

1m2 の用紙 1 枚の質量です。

N アップ

複数ページ分を 1 枚の用紙に印刷する機能です。本機は 2 ページ、4 ページ、8 ページ、
16 ページ、および 32 ページ分を割り付けて印刷できます。

OS

コンピューターのハードウエアとソフトウエアの基本的な動きを制御し、管理するソフト
ウエアで、Operating System の略です。アプリケーションソフトウエアなどが動作す
るための土台となります。

PDF ファイル

このマニュアルでは、米国 Adobe Systems 社が開発した Acrobat というソフトウエ
アで作成したオンラインドキュメントを「PDF ファイル」と呼びます。PDF ファイルを
画面に表示するには、Adobe Acrobat Reader または Adobe Reader というソフトウ
エアをコンピューターにインストールする必要があります。

USB

Universal Serial Bus の略で、コンピューターと周辺機器との間のデータ転送方式の 1
つです。電源を入れたままで接続できる「ホットプラグ」機能に対応しており、コンピュー
ターと周辺機器を簡単に接続できます。

WWW

World Wide Web の略です。インターネットでホームページを提供するしくみのことで
す。

アプリケーションソフトウエア

コンピューター上で作業を行う道具となるソフトウエアのことです。ワープロ、表計算、
グラフィックス、データベースなど、数多くのアプリケーションソフトウエアが販売され
ています。

アンインストール

コンピューターにインストールされたソフトウエアを削除することです。

印字領域

用紙に対して実際に印字可能な領域です。

インストーラー

ソフトウエアをコンピューターにインストールするためにのみ使用されるソフトウエア
のことです。
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インストール

ソフトウエアやハードウエアをコンピューターや周辺機器に組み込み、使えるようにする
ことです。プリンタードライバーなどのソフトウエアをコンピューターのシステムに組み
込むことや、ネットワーク拡張カードをプリンターに組み込むことをいいます。

このマニュアルでは、主にコンピューターにソフトウエアを組み込むことを「インストー
ル」と呼びます。

インターフェイス

互いに異なるシステム（系）が接触する部分を指します。コンピューターとプリンターの
間、人間と機械との間などを指す場合によく使用されます。

インターフェイスの仕様、特に電気的仕様のことを単にインターフェイスということもあ
ります。

インターフェイスケーブル

複数の装置を相互に接続するケーブルのことです。

プリンターとパーソナルコンピューターを直接接続するパラレルケーブルや USB ケーブ
ル、プリンターをネットワークに接続する LAN ケーブルなどがあります。

オンラインヘルプ

コンピューターの画面に表示されるマニュアルです。

解像度

画像の細かさを表します。通常 1 インチあたりのドット数（単位は dpi）で表し、この数
値が大きいほど解像度が高い（細部まで表現できる）といいます。

階調

色と色のなめらかさをいいます。グラデーションのステップ数で階調数を表し、その数値
が大きいほどなめらかになります。

クリック

マウスボタンを 1 回、押して離すことです。このマニュアルでは、マウスの左ボタンをク
リックすることを「クリック」と呼び、右ボタンをクリックすることを、「右クリック」と
呼びます。

また、マウスのボタンをすばやく 2 回続けて押し、離すことを「ダブルクリック」と呼び
ます。

初期値

工場出荷時の設定のことです。

ジョブ

コンピューターが行う一連の処理を指します。たとえば、1 つのファイルを印刷する処理
が 1 件の印刷ジョブになります。印刷の中止や排出は、このジョブ単位で行われます。

ソート

複数部数を印刷したとき、1 部ごとに 1、2、3…1、2、3… のページ順で排出すること
を「ソート」と呼びます。

ソフトウエア

コンピューターを動かすためのプログラムです。OS もアプリケーションソフトウエアも
ソフトウエアの一種です。
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双方向通信

2 つの装置間で互いに情報を送信したり、受信したりする通信のことです。双方向通信に
よって、コンピューターから印刷データを送るだけでなく、プリンターからコンピュー
ターに印刷状況などの情報を送ることができます。

ドライブ

ディスクを駆動する装置のことです。フロッピーディスクドライブ、CD-ROM ドライブ、
ハードディスクドライブなどがあります。

パラレルインターフェイス

コンピューターと周辺機器との間のデータ伝送方式の 1 つです。複数ビットのデータを同
時に転送します。代表的なパラレルインターフェイスにセントロニクスがあり、プリン
ターなどの周辺機器とコンピューターとの接続に使用します。

フォント

書体や字体のことです。統一性を持ったデザインでまとめられた文字の 1 セットを指しま
す。

ブラウザー

インターネットで、WWW サーバーの情報をコンピューターに表示し、見るためのソフ
トウエアです。代表的なものには、Netscape Communicator や Internet Explorer
などがあります。

プラグアンドプレイ

オペレーティングシステムによって採用された機能で、コンピューターに周辺機器を取り
付けるだけで動作環境の自動設定を可能にし、いつでも使えるようにします。

プリンタードライバー

アプリケーションで作成したデータをプリンターが解釈できるデータに変換するための
ソフトウエアです。

プリントページバッファ

印刷データを実際に処理し、蓄えておく場所です。

ポート

コンピューターが周辺機器と情報をやりとりするための接続部分のことです。
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